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私は 1978 年 3 月～ 1980 年 2

月まで，首都ワシントン郊外にあ

る米国の国立衛生研究所（NIH）

に滞在しました。最初の半年は，

京都大学 70周年からの助成金で

国立小児保健発達研究所（NICHD）

で，残りの 1 年半は NIH の資金

で国立精神衛生研究所（NIMH）

で研究をしました。NICHD では

J.D.ニューマンのラボにいました

が，ボスは D.シメスでした。シメ

スはそれなりの歳に見えましたが，

オートバイで研究所に来るような

人でした。コンピュータや装置に

強かった。彼らはリスザルの音声

の研究をしていました。私がここ

で学んだことは聴覚・音声実験の

装置についてです。日本に戻って

マカクザルやチンパンジーの聴覚

と音声の実験をしましたが，このラ

ボで学んだことが役に立ちました。

最初の数ヵ月は家具などを揃え

るのに苦労しました。当時，NIH

には日本人が多く，日本語で独り

言も言えない感じでしたが，不慣

れな外国生活では便利な面もあり

ました。日本人が多く住んでいる

コンピュータなど使われていませ

んでした。まして，研究者がプロ

グラムを書くことなどなかったの

で，驚いたようでした。そうやっ

て行った実験は Brain Research

に三つの論文として発表しました。

パットは小柄だが，美しい人で

した。家に招いた時，陶板を持参

されました。陶磁器が好きなよう

でした。私の英語が酷かったので，

私が言いたいことをアレコレ推測

する技能を身につけたのか，少し

のことで多くを理解する頭の回転

のよい人でした。私が帰国する少

し前にパットはイェール大学の神

経科学者 P.ラキッチと結婚し，

イェール大学へ転出しました。そ

れ故，最後の数ヵ月私は一人で勝

手に実験をしていましたが，恐ら

くロスヴォルトが対応していてく

れたものと思われます。ロスヴォ

ルトには論文の原稿を見てもらい

ました。私がこの冠詞は必要かと

きくと，人差し指を撥ねるなどし

て，訂正してくれました。私の帰

国後，パットは何回か来日し，霊

長類研究所のある犬山にも来てく

れました。犬山焼をプレゼントし

ました。しかし，2003年 7月 31日

にパットは交通事故で 66歳の生涯

を閉じました（雑誌 Cerebral

Cortexに追悼文があります）。も

っと活躍できたのに本当に残念で

した。私はしばらく聴覚と音声の

研究を行いましたが，脳機能画像

の進展をきっかけに前頭前野を含

む脳の研究に復帰しました（http://

cognitivens.web.fc2.com/）。パッ

トにそれを十分に伝えられなかっ

たことを残念に思っています。

アパートに偶然入居しました（今，

ストリート・ビューでみると懐か

しい）。日本人研究者から車を買

いましたが，屋根に荷物をくくり

つけられるようになっていたの

で，いろいろなものを運んで家を

整えていきました。ガレージ・セ

ールの広告がある新聞を買いこ

み，地図を片手にいろいろな家庭

を回って欲しいものを手に入れま

した。大変だったが，楽しい思い

出でもあります。

残りの 1 年半は NIMH のパッ

ト.S.ゴールドマンのラボで，ア

カゲザルでワーキング・メモリと

前頭前野の関係をニューロン活動

の記録と切除で検討しました。パ

ットのラボの他に腹側，背側系で

有名な M.ミシュキンのラボがあ

り，二人の上に H.E.ロスヴォル

トがいました。ラボにはコンピュ

ータがなかったため，論理素子で

遅延反応課題を組み，ニューロン

活動はデータレコーダに記録しな

ければなりませんでした。霊長類

研究所では課題制御も，ニューロ

ン活動の記録もすべてミニ・コン

ピュータでやっていたので，不便

で仕方ありませんでした。パット

にコンピュータを使えないだろう

かと聞いたところ，使われていな

いデックのミニコン PDP-12を見

つけてきてくれました。幸い霊長

類研究所でアセンブラでプログラ

ムを書く訓練を受けていたので，

実験がはかどりました。これには

思わぬ副産物がありました。それ

は私への評価が高まったことで

す。ラボではウィスコンシン汎用

テスト装置が現役で動いており，
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